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ベリキューボ®錠は、心不全の悪化を遅らせる治療薬です。

ベリキューボ®錠の服用方法

１日１回、食後に、医師に指示された量のお薬を
水またはぬるま湯と一緒に服用してください。

お薬の飲みはじめ

少ない量から飲みはじめて徐々にお薬の量を増やしていきます。
患者さんの症状を確認しながら、医師がお薬の量を決定します。

医師が患者さんの症状を確認して適切なお薬の量を判断します。
※症状によってお薬を減らすこともあります。

2.5mg １日１回

5mg １日１回

10mg １日１回

治療開始

ベリキューボ®錠 2.5mg ベリキューボ®錠 5mg ベリキューボ®錠 10mg



ベリキューボ®錠を服用するときの注意

ベリキューボ®錠の服用中は、以下の症状にご注意ください 

毎日服用しましょう。
症状が落ち着いていてもお薬を勝手に減らしたり中止したりすると症状が悪化することがあります。

新しく他のお薬を使用する場合は、必ず事前に医師または薬剤師に相談して
ください。 
他のお薬を使用すると、ベリキューボ®錠の効果が強まったり、弱まったりすることがあります。

このような症状に気づいたとき、他に気になる症状があるときには、
担当の医師または薬剤師に相談してください。

めまいなどの副作用が現れることがありますので、高所での作業や、自動車の
運転など危険をともなう機械の操作をする際には十分に注意してください。

治療の進行や症状に応じて服用するお薬の量が変わることがあります。医師
の指示どおりに服用してください。

お薬の飲み忘れに気づいたときは、すぐに1回分を飲んでください。ただし次
の服用時間が近ければ、1回とばして次の服用時間に1回分を飲んでください。
決して２回分を一度に服用しないでください。

あやまって多く飲んでしまった場合は、医師または薬剤師に相談してください。

ベリキューボ®錠には血管を拡張させる作用がある
ことから、低血圧を起こすことがあります。

また、低血圧によって以下の症状が現れることがあり
ますので、ご注意ください。
　めまい、ふらつき、立ちくらみ、体がだるい、疲れやすい、
　動悸 など
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